
治療 治療

開始日 終了日

kT36.4℃

検尿：亜硝酸（-）潜血（2＋）白血球（-）

Dr診察　尿路感染症の診断

止血剤5日間投与

Rpﾄﾗﾝｻﾐﾝ（250）3T／3×1

経過観察へ

kT39.3℃

検尿：亜硝酸（＋）蛋白（2＋）潜血（‐）

尿蛋白(2＋)

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤７日間投与

Rpﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ(100)）3T／3×1

経過観察へ

KT37’,6℃

検尿：亜硝酸(-) 蛋白(⧺) 潜血(-)白血球(⧺)

Dr診察 尿路感染症の診断

抗菌剤10日間投与

Rp)ノルフロキサシン(100)3T/3×1

   レバミピド(100)3T/3×1

経過観察へ

KT39,4℃

右大転子部発赤、熱感あり

Dr診察  蜂窩織炎の診断

抗生剤3日間投与

Rp)ビクシリンS配合錠3T/3×1

経過観察へ

治療 治療

開始日 終了日

体温39.7℃　解熱剤ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ0.4g投与

検尿　硝酸（一）、尿たんぱく（2＋）

　　　　潜血（一）、白血球（＋）

Dr診察 路感染症の診断

抗菌剤・胃薬4日間投与

ノルフロキサシン（100）3錠

レバミピド（100）3錠　3×1

経過観察へ

　

治療 治療

開始日 終了日

KT39.2℃ 悪寒戦慄あり 左大腿部発赤

Dr診察：蜂窩織炎の診断

抗菌剤3日間投与

Rp)ビクシリンS配合3T  3×１

熱発時アセトアミノフェン0.4投与

経過観察へ

処置等の内容

R8.4月

期間 所定疾患傷病名

Ｒ8.5月

期間 所定疾患傷病名 処置等の内容

5月2日 5月5日 4日 尿路感染症

処置等の内容期間 所定疾患傷病名

4月7日 4月11日 5日 尿路感染症

4月16日 4月22日 7日 尿路感染症

4月1日 4月10日 10日 尿路感染症

4月5日 4月7日 3日 蜂窩織炎

5月5日 5月7日 3日 蜂窩織炎



治療 治療

開始日 終了日

kT39.0℃

検尿：亜硝酸（‐）蛋白（±）潜血（＋）

白血球(＋)

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤・胃薬4日間投与

Rp) ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ(100)）3T

    レパミピド(100)3T / 3×1

経過観察へ

kT38.0℃　数日前より血尿あり

検尿：亜硝酸（＋）蛋白（4＋）潜血（3＋）

白血球(3＋) PH(9)

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤・抗ﾌﾟﾗｽﾐﾝ薬5日間投与

Rp) ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ(100)）3T

     ﾄﾗﾝｻﾐﾝ(250) 3T     / 3×1

経過観察へ

kT37.2℃

数日前より、白色粘稠痰吸引度々施行

胸部レントゲン検査

結果：肺炎像所見あり

Dr診察　肺炎の診断

抗菌剤・去痰剤5日間投与

Rp) ビクシリンS配合錠(100)）3T

    カルボシステイン(500) 3T   / 3×1

経過観察へ

6／10、20時KT39.0度の発熱あり

右大腿部～右臀部に発赤・熱感認む

6／11、Dr診察　蜂窩織炎の診断

抗生剤7日間投与

ﾋﾞｸｼﾘﾝS配合錠３錠３×1、朝昼夕

経過観察へ

6／17、15：29　振戦出現　KT38.0℃発熱、

咳嗽（＋）吸引施行、淡黄色～白色痰中等量除去ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ頓用投与にて解熱するも喀痰多し

Dr診察　肺炎の診断

抗生剤、去痰剤、鎮咳剤　5日間投与

ﾋﾞｸｼﾘﾝS配合錠3T、ｶﾙﾎﾞｼｽﾃｨﾝ3T 、ﾚｽﾌﾟﾚﾝ3T

／３×1、朝昼夕

経過観察へ

6／13～感冒症状出現

総合感冒剤、抗生剤､鎮咳剤処方

PL配合顆粒、ﾋﾞｸｼﾘﾝS配合錠、ﾚｽﾌﾟﾚﾝ

内服開始するも症状軽減せず

6／18　Dr診察　肺炎の診断

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系抗生剤に変更ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ（200）2T／日去痰剤、抗ﾌﾟﾗｽﾐﾝ薬、胃薬 5日間処方

（ｶﾙﾎﾞｼｽﾃｲﾝ､ﾄﾗﾝｻﾐﾝ､ﾚﾊﾞﾐﾋﾟﾄﾞ)

経過観察へ

排尿時痛(+)

検尿：亜硝酸塩（2＋）蛋白（±）

潜血(-)白血球（2＋）

Dr診察 尿路感染症の診断

抗菌剤5日間投与

Rp)ﾉﾙﾌﾛｷｻｻｼﾝ(100)3T/３×1

経過観察へ

6／19より発熱持続

KT38℃～39℃（特に夜間）

咳嗽、咽頭痛等の呼吸器症状（―）

Dr 診察　BX-P施行

肺炎の診断

抗菌剤5日間投与

RP)ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ(100)3T/3×1

経過観察へ

6月29日 6月30日

6月11日 6月18日 8日 蜂窩織炎

6月18日 6月22日 5日 肺　炎

期間 所定疾患傷病名 処置等の内容

2日 肺　炎

Ｒ8.6月

6月4日 6月7日 4日 尿路感染症

6月21日 6月25日 5日 尿路感染症

6月18日 6月22日 5日 肺　炎

6月19日 6月23日 5日 尿路感染症

6月22日 6月26日 5日 肺 炎



治療 治療

開始日 終了日

kT38.1℃　時々血尿あり

検尿：亜硝酸（－）蛋白（3＋）潜血（--）

白血球(＋) PH(9)

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤・胃薬3日間投与

Rp) ビクシリン配合錠3T

     レパミピド(100)3T　/　3×1

経過観察へ

kT38.5℃

検尿：亜硝酸（＋）蛋白（2＋）潜血（2＋-）

白血球(3＋) PH(7)

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤・胃薬5日間投与

Rp)  ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ　(100)3T

     レパミピド(100)3T　/　3×1

経過観察へ

kT36.6℃　血尿あり

検尿：亜硝酸（－）蛋白（4＋）潜血（3＋）

白血球(3＋) PH(9)

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤・胃薬4日間投与

Rp)  ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ(100)3T

     レパミピド(100)3T　/　3×1

経過観察へ

1週間程前から排尿時痛（＋）検尿施行。

亜硝酸（２＋）、ケトン体（－）、蛋白（±）、

糖（２＋）、潜血（±）、白血球（＋）。

Dr診察　尿路感染症の診断

抗菌剤内服5日分投与

Rp)ﾉﾙﾌﾛｷｻｻｼﾝ(100)3T／３×1

経過観察

右耳介～右頚部発赤、熱感あり KT38.6℃

Dr診察　蜂窩織炎の診断

抗菌剤5日間投与

Rp)ﾉﾙﾌﾛｷｻｻｼﾝ(100)3T　３×1

経過観察へ

悪寒あり KT39.5℃

検尿：亜硝酸塩（－）蛋白（＋）

潜血(2＋)白血球（－）

Dr診察 肺炎の診断

抗生剤10日間投与

Rp)ビクシリンS配合錠3T／　3×1

経過観察へ

Ｒ8.7月

期間 所定疾患傷病名 処置等の内容

7月11日 7月13日 3日 尿路感染症

7月27日 7月31日 5日 尿路感染症

7月27日 7月30日 4日 尿路感染症

7月15日 7月24日 10日 肺　炎

7月2日 7月7日 ６日 尿路感染症

7月3日 7月7日 5日 蜂窩織炎


